
3. 総括 
（１）初等教育教職課程調査の主なポイント 

＜教員養成＞ 

大学の初等教育教職課程で扱っている内容の現状と今後のニーズ 

○初等教育教職課程に英語教育の専攻・専修コースなどを置く大学からの回答より、「実際に

授業で扱っている内容」（初等調査 Q4）と「今後重要だと思う内容」（初等調査 Q5）を比

較すると、①現在行っていて、今後も必要なものとして、カ．４技能の指導①（聞くこと・

話すこと）、コ．事例研究・授業の作り方、シ．外国語活動の模擬授業、②現在は行ってい

ないが、今後重要だとするものとして、ス．外国語科の模擬授業、セ．模擬授業のふりかえ

り、③現在その内容を扱っている科目が相対的に低いと思われているものは、ウ．小中高連

携、キ．４技能の指導②（読むこと・書くこと）サ．外国語活動における学習評価となって

いる。 
○一方で、有識者からの意見によると、①②の必要性とともに、③で掲げられた小・中・高等

学校連携、「読む」「書く」も含めた４技能に係る指導法、学習評価について、特に重視され

ていた。これらのことから、英語教育の専攻コースを置く大学における認識（改革の方向性

に沿って何が必要であるのか、また、改革の方向性そのものが十分に理解されていないなど）

と、英語教育改革に関わっている有識者と教育委員会の意識に乖離があることが分かる。 
○今後の課題としては、小学校英語、特に教科化に向けて教員に求められる資質・能力の明確

化及びそれらの情報発信、普及啓発等が急務である。 
    

◎ 教職課程を置く大学において、実際に授業で行っている内容と今後重要だと思う内容の比較（初等 Q4・Q5） 
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小学校英語に関する専攻等の開設、科目開設・検討状況 

○初等調査 Q4より、初等教育教職課程において英語教育の専攻・専修コース等がある機関は

25/97（25.7％）平均的な定員は 15程度（15×25＝300）である。 

○また初等調査 Q7より、今年度、英語教育の専攻・専修コース以外の学生を対象にした、小

学校外国語活動・英語科に関する科目を開設している機関は 75/97（78.0％）。そのうち、

必修科目となっているのは 31/97（28.0％）である。 

このような状況から、専門性を有する教職課程の状況は不十分であり、このままでは英語

教科化への対応が困難な状況である。 

 

初等Ｑ７： 今年度、英語教育の専攻・専修・コース以外の学生を対象にした、小学校の外国語活動・英語教育に関

する科目を開講していますか。 

  （「1.はい」の場合、該当する科目について(1)～(9)に回答（n（科目数）=109）） 

  

 

 

 

英語力向上のための授業以外の取組状況 

○初等調査 Q9より、学生の英語力向上のための取組状況は、①語学研修等の留学の実施が 31

機関、②英語に関する資格試験の受験の義務付け 20機関、③国際交流事業の参加促進が 20

機関であり、これに④英語学習センター等の設置が続いている。大学も有識者の意見におい

ても高い英語力の必要性を求めている。 

○教育委員会調査 Q55、Q56によれば、採用時に一定の英語力を求める、又は特別採用枠を設

けるなどの取組も見られることから、自己研修だけなく、大学、教育委員会における取組が

期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

1.はい, 
75, (78%)

2.いいえ, 
9, (9%)

3.来年度以降、

開講予定, 
8, (8%)

4.検討中, 
3, (3%) 無回答, 2, (2%)

1.はい, 
31, (28%)

2.いいえ, 
72, (66%)

3.必修化を検討中, 
5, (5%)

無回答, 1, (1%)

(1)小学校教員免許取得を希望する

学生にとって必修科目ですか。
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初等Ｑ９： 初等教育教職課程の学生を対象とした、英語力向上のための取組を授業以外に行っていますか。 

  

 

 

 

大学と教育委員会との連携 

○初等調査 Q10 において、小学校外国語活動・英語教育に関する大学と教育委員会との連携

について尋ねたところ、実施している教育委員会が 29％、また、その内容は①講師派遣、

情報交換などが多い状況であることが示唆された。 

○有識者からの意見や、今後の英語教育改革や教員養成・研修の改革に係る方向性を踏まえる

と、今後の教員養成・研修などの一体的な改革に向けて、大学と教育委員会において、現職

教員の受け入れ、共同で研修会、教材研究を実施するなど実質的な連携が期待される。 
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初等Ｑ10： 貴学部では、小学校での外国語活動・英語教育に関して、教育委員会と連携していますか。 

  

 

 

 

学生の英語力向上の必要性 

○初等調査 Q13「英語教育について改善したほうがいいと思うことはありますか」の問いに対

して 74％が「はい」と回答し、そのうち約半数が「教員として必要な英語コミュニケーシ

ョン能力の育成を充実させること」を具体的な内容として挙げている。このことは、学生の

英語力不足への危機感を表していると解釈することができる。 

○有識者等の意見からも、質の高い(音声)インプットが与えられることが重要であるといった

指摘があり、学生の英語力向上のための具体的な対策が求められていると言えるであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.はい, 28, 
(29%)

2.いいえ, 62, 
(64%)

無回答, 7, (7%)
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初等Ｑ13： 初等教育教職課程の制度の中において、英語教育について改善した方がよいと思うことがありますか。 

 

 

 

 

子どもの第二言語習得についての知識・理解の必要性 

○初等調査 Q5において学習指導要領改訂を受けどのような内容が重要かを尋ねたところ、「4．

児童期の言語学習の特徴」に対して「まあ重要である」「重要である」と回答した割合は全

体の 90％を越え、実践的な内容や指導要領以外では最も必要ととらえられている。 

○有識者等の意見からも、中学生とは違う小学生の言葉の身に付け方を理解していることが肝

要である、子ども(小学生)は受信から発信、音声から文字へという段階（聞くこと→話すこ

と・読むこと→書くこと）を経て、英語を習得していくことをしっかり理解してほしいとい

った声が聞かれ、この内容についての深い理解が求められていることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.はい, 72, 
(74%)

2.いいえ, 
18, (19%)

無回答, 7, (7%)
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イ．教科化へ対応するために、教育職員免許法において、教科に関する科目

と教職に関する科目（各教科の指導法の科目）の中に小学校英語に関する科

目が位置づけられること

ウ．教育職員免許法施行規則第66条の6に定める「外国語コミュニケーション」
（２単位）において、教員として必要な英語コミュニケーション能力の育成を充

実させること
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－ 51 －



初等Ｑ５： 今後の学習指導要領の改訂を受けて、次の内容を扱うことはどの程度重要だと思いますか。 

 
 

 

 

授業実践・観察の大切さ 

○初等調査 Q5 において学習指導要領改訂を受けどのような内容が重要かを尋ねたところ、最

も多かった回答は「事例研究・授業の作り方」で、「４技能の指導①(聞くこと・話すこと)」

「模擬授業」「模擬授業の振り返り」が続いた。このことから、授業の作り方をしっかりと

理解した上で、授業実践を行うことの大切さが指摘されていることが分かる。 

○有識者等の意見からも、ことばを使用する場面設定や必要感といったことを踏まえた指導技

術を身に付けること、実践的な評価の方法を学ぶことなどの重要性が指摘され、実践的な授

業内容を求める声があがっている。 

○しかし同調査 Q7 を見ると、小学校外国語活動に関する科目において受講生が学校を訪れる

機会がないと回答したのは 77％にのぼり、授業実践を実際に見る機会が非常に限られてい

ることが示唆されている。 
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初等Ｑ７： 今年度、英語教育の専攻・専修・コース以外の学生を対象にした、小学校の外国語活動・英語教育に関

する科目を開講していますか。 

  （「1.はい」の場合、該当する科目について(1)～(9)に回答（n（科目数）=109）） 

 

 

 

 

現在の小学校外国語教育の理解 

○教育委員会調査 Q50 において、採用の時点で小学校の教員志望者が身に付けていることが

重要な項目を尋ねたところ、最も多かったのが「学習指導要領の理解」及び「個々の児童の

学習状況や特性を理解する力」であった。これらの内容を扱う重要性が示唆されている。 

○有識者等の意見からも、今後学校や児童の多様化（例：小規模校や複式学級、外国籍児童や

特別支援を必要とする児童）が進み、このような多様性への対応について学ぶ必要があるこ

とが指摘されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.はい, 21, 
(19%)

2.いいえ, 84, 
(77%)

無回答, 4, (4%)

(9)その科目において、受講生が学校を訪れる

機会はありますか。
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教委Ｑ50： 採用の時点で、小学校の教員志望者が以下の外国語教育関連の知識や技能を身につけていること

は、どの程度重要だと思いますか。 

 

 

＜教員研修＞ 

教員の英語力向上の必要性 

○教育委員会調査 Q48で今後重要な研修内容について尋ねたところ、「４技能の指導①聞くこ

と②話すこと」が最重要内容として指摘された。教員が英語を聞く･話す指導をするために、

教員自身の英語で聞く･話す力を向上させることは不可欠であり、英語力向上のための研修

が求められていることが示唆された。 

○同調査 Q12からも、特に 10 年次研修において、英語力の向上のための内容を盛り込むこと

が「まあ重要である」「重要である」を合わせた回答は約 80％にのぼっており、継続的な英

語力向上のための研修が必要であることがうかがえる。 

○同調査 Q50 で小学校教員が採用時に身に付けておくべき知識･技能について尋ねたところ、

「英語力」は中学校･高等学校教員ほど求められていないが、外国語活動の早期化、教科化、

入門期における良質なインプットの重要性を考えると、初年次から小学校教員の英語力の向

上が求められる。 

○しかし同調査 Q10 や Q36 の研修内容についての回答をみると、教育委員会による英語力向
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上のための取り組みが十分とは言いがたい。初等調査 Q14の結果からも、現職教員研修で英

語力向上へ向けた取り組みをしていると回答した大学は 24％にとどまっており、教育委員

会及び大学による、教員の英語力向上に向けた積極的な取り組みが期待される。 

 

教委Ｑ48： 小学校教員を対象にした研修全般において、次の研修内容は今後、どの程度実施が重要だと思いますか。 
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校
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
現
状
と
背
景

16.

外
国
語
科
の
模
擬
授
業

6.

外
国
語
教
授
法

9.
４
技
能
の
指
導
③
（
読
む
こ
と
）

10.
４
技
能
の
指
導
④
（
書
く
こ
と
）

5.

児
童
期
の
言
語
学
習
の
特
徴

29.

英
語
教
育
と
異
文
化
理
解

20.

特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
指
導

28.

英
語
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

23.

発
音
・
文
法
の
演
習

17.

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
基
礎

21.

外
国
籍
児
童
の
言
語
習
得

24.

英
語
の
文
字
と
書
記
法

26.

英
語
の
語
彙
と
文
法

22.

音
声
学
の
基
礎

18.

第
二
言
語
習
得
理
論
の
基
礎

25.

英
語
の
音
声
と
文
字

19.

諸
外
国
の
英
語
教
育

27.

英
米
児
童
文
学
の
基
礎

n=644~647 

－ 55 －



教委Ｑ12（2）：10年経験者研修において、次の項目はどの程度重視していますか。 
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41
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51
50

53
51

54
62
62

64
69

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

9.所属校における課題の把握及び課題解決力の向上
16.研究会などを運営する技能の向上

11.英語で授業を進めることのできる力の向上
14.他の教員に対する指導力の向上

15.英語力の向上
13.外国語教育をめぐる社会的動向の理解

3.モデル授業の参観による、児童を観察する力の向上
7.他の教員の授業研究による、自らの実践を振り返る力の向上

10.外国語教育に関する専門的知識の獲得
2.教材の研究方法や指導案の作成法の習得・向上

4.モデル授業の参観による、優れた指導方法の習得
12.個々の児童に応じた指導力の向上

1.基礎的な指導技術の獲得
8.他の教員とともに授業改善を進める協働力の向上

5.自分の授業実践による、自らの実践を振り返る力の向上
6.自らの実践上の課題の把握

17.授業を改善しようとする意欲の向上

1.重要でない 2.あまり重要でない 3.どちらでもない 4.まあ重要である 5.重要である

n=88~91 

－ 56 －



教委Ｑ50： 採用の時点で、小学校の教員志望者が以下の外国語教育関連の知識や技能を身につけていること

は、どの程度重要だと思いますか。 

 
 

教委Ｑ10： 研修内容について、あてはまるものに○をつけて下さい。 （複数回答可） 

  

4.47 4.46 4.33 4.31 4.24 4.19 4.18 4.17 4.02 3.98 3.88 3.86 3.76
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3.12
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21.

学
習
指
導
要
領
の
理
解

20.

個
々
の
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
や
特
性
を
理
解
す
る
力

17.

教
材
の
活
用
力

23.

板
書
等
を
含
む
具
体
的
な
指
導
技
術

16.

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
力

18.

学
習
評
価

15.

教
材
及
び
そ
の
作
成
に
つ
い
て
の
知
識

22.

模
擬
授
業
の
経
験

2.

一
般
的
な
英
語
力

3.

学
習
指
導
案
の
作
成

12.
異
文
化
理
解

14.
英
語
の
教
授
法

1.

英
語
で
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
英
語
力

9.

文
字
や
つ
づ
り
方
に
つ
い
て
の
知
識

19.

テ
ス
ト
作
成
の
理
論

6.

英
語
音
声
学

11.

第
二
言
語
習
得
理
論

8.

意
味
論
・
語
用
論

10.

社
会
言
語
学

7.

形
態
論
・
統
語
論

13.

英
語
史

4.

英
米
文
学

5.

英
米
文
学
史
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20%
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100%
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授
業
力
向
上
の

取
組

2.

英
語
力
向
上
の
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活
動
紹
介
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学
習
指
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要
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6.

そ
の
他

(1)初任者研修(n=105)
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11 15
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40%

60%

80%

100%
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業
力
向
上
の
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2.

英
語
力
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上
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3.

活
動
紹
介

4.

学
習
指
導
要
領

の
解
説

5.

評
価

6.

そ
の
他

(2)２年経験者研修(n=32)

n=660~665 

－ 57 －



  

 

 

教委Ｑ36：研修の内容についてあてはまるものにすべて○をつけて下さい。（複数回答可） 

 

 

指導力のさらなる向上の必要性 

○教育委員会調査 Q12で法定研修の内容として「まあ重要である」「重要である」を合わせた

割合が 80％を越える項目として、初任者研修では「基礎的な指導技術の獲得」「モデル授業

の参観による優れた指導方法の獲得」「教材研究や指導案作成」「協働的な授業改善への努力」
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そ
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他

(3)５年経験者研修(n=29)
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学
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そ
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他

(4)１０年経験者研修(n=50)
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要
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校
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間
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携
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そ
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他

(1)小学校関連の講座(n=426)

－ 58 －



が、10 年経験者研修ではこれらに加え「外国語教育に関する専門的知識の獲得」があげら

れている。いずれも教員の指導力向上に関する内容で、日々の授業改善への努力だけではな

く、研修でも指導力の更なる向上の必要性が期待されている。 

 

教委Ｑ12（1）：初任者研修において、次の項目はどの程度重視していますか。 

 

教委Ｑ12（2）：10年経験者研修において、次の項目はどの程度重視していますか。 

 

23
16

4
1

1
1

1

27
30

19
10

10
8
6

3
1
2

3

2
2
1

57
51

43
43

36
35

33
26
30

21
26

22
21

23
18

12
10

16
24

39
44

57
51

55
49
42

57
49

49
41
45

34
28

18

5
7

22
30

26
33
33

50
55

48
54

58
64
60

74
85

100

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.研究会などを運営する技能の向上
14.他の教員に対する指導力の向上

10.外国語教育に関する専門的知識の獲得
11.英語で授業を進めることのできる力の向上

15.英語力の向上
13.外国語教育をめぐる社会的動向の理解

9.所属校における課題の把握及び課題解決力の向上
3.モデル授業の参観による、児童を観察する力の向上

5.自分の授業実践による、自らの実践を振り返る力の向上
7.他の教員の授業研究による、自らの実践を振り返る力の向上

8.他の教員とともに授業改善を進める協働力の向上
12.個々の児童に応じた指導力の向上

2.教材の研究方法や指導案の作成法の習得・向上
6.自らの実践上の課題の把握

4.モデル授業の参観による、優れた指導方法の習得
17.授業を改善しようとする意欲の向上

1.基礎的な指導技術の獲得

1.重要でない 2.あまり重要でない 3.どちらでもない 4.まあ重要である 5.重要である
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9.所属校における課題の把握及び課題解決力の向上
16.研究会などを運営する技能の向上

11.英語で授業を進めることのできる力の向上
14.他の教員に対する指導力の向上

15.英語力の向上
13.外国語教育をめぐる社会的動向の理解

3.モデル授業の参観による、児童を観察する力の向上
7.他の教員の授業研究による、自らの実践を振り返る力の向上

10.外国語教育に関する専門的知識の獲得
2.教材の研究方法や指導案の作成法の習得・向上

4.モデル授業の参観による、優れた指導方法の習得
12.個々の児童に応じた指導力の向上

1.基礎的な指導技術の獲得
8.他の教員とともに授業改善を進める協働力の向上

5.自分の授業実践による、自らの実践を振り返る力の向上
6.自らの実践上の課題の把握

17.授業を改善しようとする意欲の向上

1.重要でない 2.あまり重要でない 3.どちらでもない 4.まあ重要である 5.重要である

n=88~91 

n=127~129 

－ 59 －



子どもの第二言語習得についての知識・理解の必要性 

○ 教育委員会調査 Q48 で今後の重要な研修内容について尋ねたところ、教材や評価を含む

指導力向上のための内容に加えて、こうした実践力を支える理論的枠組みとして「児童期の

言語学習の特徴」があげられている。有識者等からも、同様の指摘がされており、研修内容

に盛り込んでいく必要性が示唆される。 

 

教委Ｑ48： 小学校教員を対象にした研修全般において、次の研修内容は今後、どの程度実施が重要だと思いますか。 
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n=644~647 
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